
 私がショートステイで勤務していた時のIさんは、たまに怒り、その
他はいつも無表情な⽅でした。いくら話し掛けても無表情。それでも
私は根気強く話し掛け続けていました。�
�
 そんなIさんが特養に⼊居されることとなり、普段の関わりがなくな
ってしまいました。ある⽇、たまたまIさんがいらっしゃるユニットに
顔を出したところ、あんなに無表情だったIさんが、私の顔を⾒るなり
涙を流し喜んで下さいました。私の事を覚えて下さっていたのです。
�
 その後もユニットに顔を出せば涙を流し喜んで下さり、今私は、Iさ
んのいらっしゃるユニットで勤務をしています。私を⾒れば笑顔で
「名前は？名前は？」と尋ねられ、名前を伝えると満⾯の笑顔で頷
き、「◯◯、◯◯」と名前を呼んで下さっています。
�
 このやりとりが毎⽇の恒例のIさんとのコミュニケーションになって
います。
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